
 
 
 
 
第 2 次戸田市都市マスタープラン

（改定版） 
事 業 進 行 管 理 

 
事 業 概 要 シ ー ト 

 
 
 

 
 
 
 
 

令和３年７月 
 



事業コード 事業名 担当部署

0101-01 防災施設等設備事業

0101-02 防災意識開発等事業

0201-01 ファシリティマネジメント事業
資産経営室
(現:資産経営課)

0301-01 犯罪抑止対策事業
防犯くらし交通課
(現:くらし安心課)

0301-02 交通安全対策事業
0301-03 交通対策事務費
0301-04 コミュニティバス運行事業
0301-05 自転車駐車場管理事業
0301-06 放置自転車対策事業
0401-01 緑化事務費
0401-02 緑化推進事業
0401-04 水と緑のネットワーク推進事業
0403-01 公園事務費
0403-02 公園維持管理事業
0403-03 公園施設整備・改修事業
0403-05 環境空間暫定整備事業
0403-06 街路樹等維持管理事業
0401-06 温暖化対策推進事業
0402-01 清掃総務事務費
0402-02 リサイクル推進事業
0402-03 蕨戸田衛生センター分担金
0402-04 環境質調査事業
0404-01 市民農園事業
0404-02 商業振興事業
0404-03 工業振興事業
0501-01 都市計画事務費
0501-02 都市マスタープラン推進事業
0501-04 都市計画推進事業
0501-06 景観形成推進事業
0501-07 サイン整備事業
0403-07 河川総務事務費
0403-08 河川将来像事業
0403-09 河川維持管理費
0403-10 上戸田川改修事業
0403-11 さくら川整備事業
0403-12 水路維持管理費

0503-01 道路維持管理補修事業

0503-02 橋梁整備事業

0503-03 歩行者自転車道路整備事業

0503-04 交通安全施設維持管理事業

0503-05 都市計画道路前谷馬場線整備事業
道路河川課
(現：まちづくり推進課)

0503-06 (仮称)都市計画道路整備事業
道路河川課
(現：都市交通課)

道路河川課
(現:河川課)

道路河川課
(現:道路管理課)

道路河川課
(現：都市交通課)

環境課

経済政策課
(現:経済戦略室)

都市計画課

事業概要シート一覧表（所属毎）

危機管理防災課

防犯くらし交通課
(現:都市交通課)

みどり公園課



事業コード 事業名 担当部署
0502-01 開発指導事業
0502-02 開発許可事務費
0502-03 駅周辺建築物等整備事業
0502-04 新曽中央地区都市整備事業
0502-05 住環境整備事業
0502-07 耐震診断・改修事業
0502-08 住宅政策事業

0504-01 新曽第一土地区画整理事業

0504-02 新曽第二土地区画整理事業

0601-01 小学校施設整備事業

0601-02 中学校施設整備事業

0701-01 文化財保護事業 生涯学習課

0801-01 浸水対策事業
0801-02 雨水整備事業
0801-03 汚水整備事業

土地区画整理事務所

教育総務課

下水道施設課

まちづくり推進課



事業
コード

0101-01 事業名 防災施設等設備事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H26 R2 ―

目標値（令和2年度）

―

全体構想

都市整備の方針 ７．安全・安心なまちづくりの方針（１）➀

具体的な取り組み（新曽地域）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

戸田東小中学校改築工事において、上層階に食
料や避難所運営に係る物品等の防災備蓄倉庫
を設置した。

文化会館改築工事において、上層階に食料や避
難所運営に係る物品等の保管棚を設置した。

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組み（下戸田地域）

―

具体的な取り組み（笹目地域）

―

具体的な取り組み（美女木地域）

・大規模水害に対応した高所における防災備蓄等設置
の検討

―

実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

― ― ―

―

具体的な取り組み（上戸田地域）

地域別構想

―

・大規模水害に対応した高所における防災備蓄等設置
の検討

―

事業概要シート

危機管理防災課

施策の展開 事業概要

防災力の強化

・荒川が洪水した場合、市内全域が浸水する想定がされていることか
ら、小・中学校等の敷地内に設置されている防災備蓄倉庫も同様に浸
水することが考えられる。このような状況を鑑みると、小・中学校の空き
教室や公共施設等の上層階部分に防災備蓄品の保管場所が確保でき
ることが望ましい。このことから、各施設管理者と、施設上層階部分の防
災備蓄品保管場所としての活用可否について調整を進める。

進捗状況



事業
コード

0101-02 事業名 防災意識開発等事業 担当部署

着手
完了

（予定）
打ち切り

H19 R2 ―

目標値（令和2年度）

①47自主防災会
②23自主防災会

地域別構想

全体構想

事業概要シート

危機管理防災課

施策の展開 事業概要

防災力の強化

・荒川が洪水した場合、市内全域が浸水し、地域によっては４ｍ以上浸
水すると想定されている。このような状況においては、市内には安全な
避難所は存在せず、浸水前に、浸水から身を守れる安全な場所（荒川
洪水時においても浸水しないと想定される北方面のさいたま市の避難
所等）へ避難する必要がある。しかしながら、全市民が理想的な避難行
動をとるとは限らず、避難開始の時期が遅れた市民は、犠牲となるおそ
れがある。そこで、荒川が氾濫した場合でも、戸田市から犠牲者を一人
も出さないことを目指し、町会単位で緊急一時避難場所（３階以上の高
層建築物）の確保、避難行動要支援者の避難支援などの防災対策を推
進する。
また、ワークショップの実施成果を検証する機会として、水害避難訓練を
実施する。進捗状況

都市整備の方針 ７．安全・安心なまちづくりの方針（１）①

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

①ワークショップ実施自主防災会数
②水害避難訓練実施自主防災会数

①45自主防災会
②23自主防災会

①95.7  ②100
平均97.9

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・水害時における安全な避難場所の確保
水害ワークショップの実施及び地域における
３階以上の高層マンション等に対する「緊急
一時避難場所」としての利用協力要請

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）



事業
コード

0201-01 事業名
ファシリティマネジメント事
業

担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H25 R2 ―

目標値（令和2年度）

79件（Ｈ25～R2工事助言件数）

地域別構想

事業概要シート

資産経営室（現：資産経営
課）

施策の展開 事業概要

省エネルギー設備の設置

・低炭素都市づくりを推進するため、公共施設への省エネ設備の導入に
向けて施設所管課へ助言を行う。

進捗状況

都市整備の方針

全体構想

２．都市施設の整備方針（６）④

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

改修工事等の際における施設所
管課への省エネ設備導入の助言

79件（Ｈ25～R2工事助言件数） 100.0

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）



事業
コード

0301-01 事業名 犯罪抑止対策事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

Ｈ15 R2 ―

目標値（令和2年度）

1,488回

・防犯活動の推進
毎月平均２回の町会等による自主防犯パト
ロールを実施した。

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・防犯活動の推進
毎月平均２回の町会等による自主防犯パト
ロールを実施した。

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・防犯活動の推進
毎月平均２回の町会等による自主防犯パト
ロールを実施した。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・防犯活動の推進
毎月平均２回の町会等による自主防犯パト
ロールを実施した。

・防犯活動の推進
毎月平均２回の町会等による自主防犯パト
ロールを実施した。

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

自主防犯パトロールの実施
回数

1,944回 100.0

事業概要シート

防犯くらし交通課
（現：くらし安心課）

施策の展開 事業概要

警戒活動

・各町会・自治会が平成１５年から継続的に地域内の自主防犯パトロー
ルを実施している。このことにより、犯罪発生件数は、平成１５年の４，６
１０件をピークに年々減少傾向にあり、平成２７年は１，５９９件となって
いる。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ７．安全・安心なまちづくりの方針（２）②



事業
コード

0301-02 事業名 交通安全対策事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S60 R2 ―

目標値（令和2年度）

95箇所

・違法駐車の削減対策
・生活道路への通過交通の進入抑制の検討

路面標示や啓発看板による注意喚起

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・工業地内における道路の安全性の向上
・歩行者等の安全性向上に向けた違法駐車の削減対
策

路面標示や啓発看板による注意喚起

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・違法駐車の削減対策
・生活道路への通過交通の進入抑制の検討

路面標示や啓発看板による注意喚起

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・違法駐車の削減対策 路面標示や啓発看板による注意喚起

・違法駐車の削減対策（夜間違法駐車規制、歩道に乗
り上げさせない工夫など）
・生活道路への通過交通の進入抑制の検討

路面標示や啓発看板による注意喚起

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

工事及び修繕箇所数 182箇所 191.6

事業概要シート

防犯くらし交通課
（現：都市交通課）

施策の展開 事業概要

【A】交通安全対策
【B】自転車駐車場整備
【C】駐車場付置義務

・交通安全対策及び交通事故防止対策など交通環境にかかる全般的な
安全対策により、安心な生活環境の維持及び道路交通の円滑化を図
る。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（１）①【A】、
２．都市施設の整備方針（６）①【B】、③【C】



事業
コード

0301-03 事業名 交通対策事務費 担当部署

着手
完了
（予定） 打ち切り

H19 R2 ―

目標値（令和2年度）

62台

・公共交通の利便性向上

平成30年度は2台の導入(ただし市全域にわたる)
令和元年度は２台の導入（ただし市全域にわた
る）
令和２年度は導入なし（ただし市全域にわたる）

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・公共交通の利便性向上

平成30年度は2台の導入(ただし市全域にわたる)
令和元年度は２台の導入（ただし市全域にわた
る）
令和２年度は導入なし（ただし市全域にわたる）

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・公共交通の利便性向上

平成30年度は2台の導入(ただし市全域にわたる)
令和元年度は２台の導入（ただし市全域にわた
る）
令和２年度は導入なし（ただし市全域にわたる）

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・公共交通の利便性向上

平成30年度は2台の導入(ただし市全域にわたる)
令和元年度は２台の導入（ただし市全域にわた
る）
令和２年度は導入なし（ただし市全域にわたる）

・公共交通の利便性向上

平成30年度は2台の導入(ただし市全域にわたる)
令和元年度は２台の導入（ただし市全域にわた
る）
令和２年度は導入なし（ただし市全域にわたる）

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

ノンステップバス導入車両台
数

60台 96.7

事業概要シート

防犯くらし交通課
（現：都市交通課）

施策の展開 事業概要

公共交通

・市の東西公共交通の根幹である路線バスの安定運行と路線バスへの
ノンステップバス導入の支援を行い、地域公共交通の充実を図る

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ４.交通体系の方針（１）、（３）



事業
コード

0301-04 事業名 コミュニティバス運行事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

Ｈ13 R2 ―

目標値(令和2年度）

382,270人

・公共交通の利便性向上

具体的な取り組み（上戸田地域）

具体的な取り組み（新曽地域）

喜沢・川岸循環に新規車両を導入(H30年
度)。

喜沢・川岸循環に新規車両を導入(H30年
度)。
南西循環のルートを変更し、大前橋バス停
を新設した（令和元年度）。
南西循環の１６時台のバス運行を開始した
（令和元年度）。

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・公共交通の利便性向上

南西循環のルートを変更し、大前橋バス停
を新設した（令和元年度）。
南西循環の１６時台のバス運行を開始した
（令和元年度）。

美笹循環のバス停（美女木1丁目）を移設し
た（30年度)。
美笹循環に新規車両を導入した（令和２年
度）。

南西循環の１６時台のバス運行を開始した
（令和元年度）。
美笹循環に新規車両を導入した。（令和２年
度）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・公共交通の利便性向上

具体的な取り組み（笹目地域）

・公共交通の利便性向上

具体的な取り組み（美女木地域）

全体構想

都市整備の方針 ４.交通体系の方針（１）、（３）

・公共交通の利便性向上

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

利用者数の向上 248,901人 65.1

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

事業概要シート

防犯くらし交通課
（現：都市交通課）

施策の展開 事業概要

コミュニティバス

・市内5路線（喜沢・川岸循環、西循環、南西循環、美笹循環）により、公
共施設や駅、病院などへのアクセス性の向上と利便性の向上を図る。

進捗状況



事業
コード

0301-05 事業名 自転車駐車場管理事業 担当部署

着手
完了
（予定） 打ち切り

S60 R2 ―

目標値(令和2年度）

9,944

・指定管理による管理・運営を実施

車種に応じた収容台数の調整等により、慢
性的な満車状態が解消され、利用者が増加
した。（H28年度～H30年度）
新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り利用者が減少した。（R1年度～R2年度）

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・指定管理による管理・運営を実施

車種に応じた収容台数の調整等により、慢
性的な満車状態が解消され、利用者が増加
した。（H28年度～H30年度）
新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り利用者が減少した。（R1年度～R2年度）

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・指定管理による管理・運営を実施

車種に応じた収容台数の調整等により、慢
性的な満車状態が解消され、利用者が増加
した。（H28年度～H30年度）
新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り利用者が減少した。（R1年度～R2年度）

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・北戸田駅・戸田駅前における駐輪場整備の検討
・指定管理による管理・運営を実施

自転車駐車場の慢性的な満車状態の解消
に向け、北戸田駅北第２の新設、北戸田駅
北の２階化による増設をした。(H27年度)
車種に応じた収容台数の調整等により、慢
性的な満車状態が解消され、利用者が増加
した。（H28年度～H30年度）
新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り利用者が減少した。（R1年度～R2年度）

・指定管理による管理・運営を実施

車種に応じた収容台数の調整等により、慢
性的な満車状態が解消され、利用者が増加
した。（H28年度～H30年度）
新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り利用者が減少した。（R1年度～R2年度）

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）
自転車駐車場の収容台数
及び1日あたり利用者数の
増加

9,077 91.3%

事業概要シート

防犯くらし交通課
（現：都市交通課）

施策の展開 事業概要

自転車駐車場整備

・駅や駅周辺施設を利用する自転車利用者に対し、自転車駐車場の満
車の解消と快適に利用できる施設の整備を行い、利便性の向上と駅周
辺の良好な環境を保持する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（６）①



事業
コード

0301-06 事業名 放置自転車対策事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S61 R2 ―

目標値（令和2年度）

1,300台

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

放置自転車撤去台数 811台 62.4%

事業概要シート

防犯くらし交通課
（現：都市交通課）

施策の展開 事業概要

放置自転車対策

・駅前の放置自転車により、歩行者や自転車の通行の妨げになるばか
りでなく、緊急活動時の支障にもなることから、放置自転車を無くすこと
で街の景観と公共の場所における良好な生活環境を保持する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（６）①



事業
コード

0503-03 事業名
歩行者自転車道路整備事
業

担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H25 R2 ―

目標値（令和2年度）

10 km

10 km

・歩行空間の改良等
・自転車で通行しやすい空間整備

美笹西通り0.9kmの自転車レーンを整備。ま
た、植樹ますを狭めることで歩行者空間を確
保した。

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・歩行空間の改良等
・東西都市軸の歩行者空間の充実及び街路樹整備
・自転車で通行しやすい空間整備
・交差点の改良

北大通り、中央通り、美笹西通りについて、
計2.75kmの自転車レーンを整備。また、植樹
ますを狭めることで歩行者空間を確保した。

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・交差点や歩道橋の改良
・安全で快適な中央通り整備の検討
・歩行空間の改良等
・自転車が通行しやすい空間形成

東部センター通り（戸田東小学校側）0.3kmに
ついて、道路空間の再配分により、歩道拡
幅整備を実施。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・安全で快適な中央通り整備の検討
・歩行空間の改良等
・自転車で通行しやすい空間整備

―

【A】歩行者道路網の総延長
47.8km

10.4 km 104.0

・自転車が通行しやすい空間形成
・歩行空間の改良等
・交差点の改良

―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（１）①【A】、【B】
４．交通体系の方針（３）【A】、【B】

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

【B】自転車道路網の総延長
28.7km

10.1 km 101.0

事業概要シート

道路河川課（現：都市交通課）

施策の展開 事業概要

【A】歩道整備
【B】自転車道整備

・歩行者と自転車が関連する交通事故の発生割合が増加している傾向
にあることから、安全な歩行空間の確保を第一義とした道路空間の再
配分を行い自転車レーンの整備や交差点改良を実施し、歩行者・自転
車・自動車のそれぞれの安全性と円滑性を高める。

進捗状況



事業
コード

0503-04 事業名
交通安全施設維持管理事
業

担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H26 R2 ―

目標値（令和2年度）

5,056（基）

事業概要シート

道路河川課（現：都市交通課）

施策の展開 事業概要

ＬＥＤ照明の導入

・地域住民の暮らしの基盤となる道路において、夜間の円滑な交通と安
全な通行のため、照度が水銀灯相当ながら使用電力量が削減されるＬ
ＥＤ灯道路照明への更新を進め、道路照明灯の充実を図ると共に低炭
素な都市づくりに寄与する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（６）④

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

既存道路照明灯5,387基をLED
灯道路照明に更新

4948（基） 97.8

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



事業
コード

0503-06 事業名
（仮称）都市計画道路整
備事業

担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

― ― ―

目標値（令和2年度）

―

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・未整備都市計画道路の整備
・沿道を含めた都市軸の整備

戸田公園駅大前環状線において
部分的に歩道の拡幅を実施。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・土地区画整理事業等による未整備都市計画道路の整
備
・無電柱化の推進

新曽第一・第二地区を区画整理事務所にて
整備中。

・無電柱化の推進 ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

― ― ―

事業概要シート

道路河川課（現：都市交通課）

施策の展開 事業概要

【A】歩道整備
【B】駅前広場整備
【C】都市計画道路整備
【D】交通安全施設の新設
【E】沿道植栽の適正配置
【F】透水性舗装
【G】電線地中化

・都市における円滑な交通の確保、豊かな公共空間を備えた良好な市
街地の形成を図り、安全で快適な都市生活と機能的な都市活動に寄与
する。
・前谷馬場線整備事業が終了後に、沿道状況、交通事情などを十分考
慮したうえで整備路線を選定し、事業化を図る。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針

２．都市施設の整備方針（１）①【A】、②【B】、③【C】、④【D】、
２．都市施設の整備方針（２）④【E】、２．都市施設の整備方針（４）②【F】、
２．都市施設の整備方針（６）②【G】、７．安全・安心なまちづくりの方針（１）②
【C】



事業
コード

0401-01 事業名 緑化事務費 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S49 R2 ―

目標値（令和2年度）

100%

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組み（新曽地域）

宅地開発等における緑化指導を実施した。公社
が支援する「緑のボランティア」による環境美化を
実施した。

宅地開発等における緑化指導を実施した。公社
が支援する「緑のボランティア」による環境美化を
実施した。

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・市役所周辺及び専用住宅地における緑豊かな住環境
の創出
・地域における緑化の促進

・オープンスペースの創出と敷地内緑化の推進
・工業地における環境整備強化（緩衝緑地等）
・地域における緑化の促進

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―

具体的な取り組み（笹目地域）

・工場・倉庫等の敷地外周における修景緑化の促進
・敷地内緑化や花によるまち並み演出

具体的な取り組み（美女木地域）

宅地開発等における緑化指導を実施した。公社
が支援する「緑のボランティア」による環境美化を
実施した。

具体的な取り組み（上戸田地域）

・市街地における緑化の促進
・大規模公共施設の高密度緑化推進と敷地内緑化や
花によるまち並みの演出

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

宅地開発事業等指導条例に基
づく、緑化指導の達成率

100.0% 100.0

―

宅地開発等における緑化指導を実施した。公社
が支援する「緑のボランティア」による環境美化を
実施した。

事業概要シート

みどり公園課

施策の展開 事業概要

緑化推進

・（公財）戸田市水と緑の公社へ補助を行うことで、地域の緑化推進及び
緑化思想の普及啓発を図る。
・戸田市宅地開発事業等指導条例に基づき、市内の開発行為に対する
緑化指導を行うことで、民有地の緑化推進を図る。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（２）⑦



事業
コード

0401-02 事業名 緑化推進事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S54 R2 ―

目標値（令和2年度）

①516本
②2,316m
③960m
④950㎡

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

・保存樹木や地域のまとまった緑の指定と保全
新規指定はなかったが既存の保存樹木等20
件の所在確認を行った。

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

①保存樹木の本数
②生垣の延長
③補助金交付対象となる生
け垣の長さ（累計）
④補助金交付対象となる屋
上緑化等の面積（累計）

①468本
②3128.76m
③1215.09m
④1008.74㎡

①90.6
②100
③100
④100

事業概要シート

みどり公園課

施策の展開 事業概要

緑化推進
屋敷林の保全
生垣緑化助成

・良好な自然と生活環境を確保するため、樹木の保全とあわせて緑化を
推進し、緑あふれる住み良い街づくりを図る。
・苗木の配布や緑化に関する補助金の交付を実施するほか、緑化を推
進する計画の策定や遂行を図る。
・規則に合致した樹木、樹林、竹林、生け垣に補助金を交付する。
・新たに生け垣、緑化フェンス、接道部緑地帯、駐車場緑地帯を設置す
る者又は、既存のフェンスの緑化を図る者に対し、補助金を交付する。
・建築物の屋上・壁面、駐車場等の緑化を行う者に対し、補助金を交付
する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針(２)⑦、５．自然環境形成の方針（３）



事業
コード

0401-04 事業名
水と緑のネットワーク推進
事業

担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H19 R2 ―

目標値（令和2年度）

1,325人

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・県道朝霞・蕨線や西電話局通りにおける緑の回廊整
備の検討
・生物多様性、ユニバーサルデザイン、景観、防災等に
配慮した基盤整備

戸田ヶ原自然再生事業として、サクラソウなど自
然の野草や動物の保全を行った。外環道の壁面
緑化について維持管理を行った。小学校に依頼
し、「生きものマップ」の更新データの収集を行っ
た。

・生物多様性、ユニバーサルデザイン、景観、防災等に
配慮した基盤整備

小学校に依頼し、「生きものマップ」の更新データ
の収集を行った。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・地域資源の充実と各資源をつなぐ緑道・散策路の整
備
・西電話局通りにおける緑の回廊整備の検討
・生物多様性、ユニバーサルデザイン、景観、防災等に
配慮した基盤整備

小学校に依頼し、「生きものマップ」の更新データの収
集を行った。

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・生物多様性、ユニバーサルデザイン、景観、防災等に
配慮した基盤整備
・生物多様性の確保の視点からの水や緑の環境保全

小学校に依頼し、「生きものマップ」の更新データ
の収集を行った。

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）
緑化に資する啓発又は実技を伴う内容
の講習会やイベントへの単年度参加者
数

367人 27.6

事業概要シート

みどり公園課

施策の展開 事業概要

【A】自然再生・保全
【B】水と緑のネットワーク形
成

・自然と共生するまちづくりを市民など多様な主体とともに推進すること
を目的とする。
・水と緑のネットワーク形成プロジェクトの推進のため「戸田ヶ原」の自然
再生事業を展開する。また、行動計画に基づく関係各課との調整や推
進、国や県との連絡調整を行いながら水と緑のネットワーク形成プロ
ジェクトを推進する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（２）④【A】、⑥【B】、⑦【A】
２．都市施設の整備方針（３）②【B】、
５．自然環境形成の方針（１）、（４）【A】、（６）【B】



事業
コード

0403-01 事業名 公園事務費 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H17 R2 ―

目標値（令和2年度）

―

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・戸田公園の機能の充実
・荒川親水公園へのアクセスの強化

―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・オープンスペースの創出と敷地内緑化の推進
・広場・空閑地の整備

―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・本格的大公園としての戸田公園の整備（機能充実）
・公園都市の特徴づけのためのイベント開催

―

― ― ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

【A】空閑地、信託地
【B】広場等の確保

・市街地における休耕地及び空地の環境保全と土地の効率的活用を目
的として、空閑地・市民緑地の確保を図る。
・戸田市宅地開発等指導要綱に基づき、市民の身近な利用に配慮した
広場等のオープンスペースを確保する。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

事業概要シート

みどり公園課

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（２）③【A】、【Ｂ】、
５．自然環境形成の方針（５）【A】

施策の展開 事業概要



事業
コード

0403-02 事業名 公園維持管理事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S48 R2 ―

目標値（令和2年度）

10１公園

10１公園

・大規模公共施設の高密度緑化推進と敷地内緑化や
花によるまち並みの演出

―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・住民参加型の公園・広場等の整備と管理運営
地域住民との協働により開設した公園について、
地元町会やボランティア団体が維持管理をおこ
なっている。

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

【A】市民と協働で維持管理をおこ
なう公園数（町会委託含む）

98公園 97.0

【B】外周植栽の下枝を剪定し周辺
からの見通しを確保する公園

98公園 97.0

【Ａ】公園管理
【B】公園管理（防犯配慮）

・町会やボランティア団体との連携を進めて、市民との協働による公園・
緑地の維持管理体制の構築を図る
・防犯への配慮として、公園外周植栽部の下枝を剪定することにより、
周辺からの見通しを確保する取り組みをおこなう。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

事業概要シート

みどり公園課

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（２）②【A】、５．自然環境保全の方針（５）【A】
７．安全・安心なまちづくりの方針（２）①【B】

施策の展開 事業概要



事業
コード

0403-03 事業名 公園施設整備・改修事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H19 R2 ―

目標値（令和2年度）

5公園

2公園

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・利用者のニーズに応じた公園・緑地の整備及び更新
公園の魅力や価値を高める施設整備や公
園経営を実現するための公園リニューアル
計画を策定した。

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・新しい公園・緑地整備のあり方検討（住民参加型整備
や生態系への配慮等）

公園の魅力や価値を高める施設整備や公
園経営を実現するための公園リニューアル
計画を策定した。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・新しい公園整備のあり方検討（住民参加型整備や生
態系への配慮、特徴のある公園等）
・公園の適正配置、地区公園の整備

公園の魅力や価値を高める施設整備や公
園経営を実現するための公園リニューアル
計画を策定した。

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・利用者のニーズに応じた公園・緑地の整備及び更新
・住民参加型の公園・広場等の整備と管理運営

公園の魅力や価値を高める施設整備や公
園経営を実現するための公園リニューアル
計画を策定した。

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

【A】市民との協働により整備をおこ
なう公園の数（緑地除く）

4公園 80%

【B】実のなる木や池の設置など、
生態系へ配慮した公園整備数

2公園 100%

【A】公園整備
【B】公園・緑地整備（生態系
への配慮）

・公園利用者の誰もが安心して安全に利用しやすい施設づくりと、快適な公園
づくりを目指す。
・公園利用者のニーズを的確に掴んでいく取り組みを実施しなから、個性ある公
園づくりを目指す。
・ふれあいの場となる公園・緑地の整備充実により、隣接する水辺空間などの
既存資源を活かしながら、水と緑のネットワーク形成に寄与する取り組みを実
施していく。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

事業概要シート

みどり公園課

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（２）②【A】、⑥【B】、
５．自然環境形成の方針（２）【A】

施策の展開 事業概要



事業
コード

0403-05 事業名 環境空間暫定整備事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H12 R2 R2

目標値（令和2年度）

70.0%

70.0%

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・良好な環境づくりに向けた環境空間の有効活用 ―

・良好な環境づくりのための環境空間の有効活用 ―

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・良好な環境づくりに向けた環境空間の有効活用
・既存道路や環境空間を活用した駅から戸田公園への
アクセス性の改善

環境空間（戸田１）整備工事を施工し、令和2年4
月より供用を開始した。

【B】環境空間の有効活用率（ＪＲに
よる利活用を含む）

71.61% 102.3%

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

【A】環境空間の有効活用による緑
化率（ＪＲによる利活用を含む）

70.00% 100.0%

事業概要シート

みどり公園課

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（２）④【B】、⑤【A】【B】、
７．安全・安心なまちづくりの方針（１）②【B】

施策の展開 事業概要

【A】環境空間の緑化
【B】環境空間整備

・ＪＲ有効活用で合意された環境空間を緑地・緑道として整備すること
で、緑の創出を図り、まちの顔としての景観形成や、良好な居住環境の
形成を図る。
・環境空間は、戸田・さいたま市を通過する新幹線高架の両側に確保さ
れた緩衝地帯であり、当時の地域住民による要望活動の成果により確
保された貴重な空間である。戸田市では平成12年3月に策定した「戸田
華かいどう21」計画に基づき整備事業を推進している。



事業
コード

0403-06 事業名 街路樹等維持管理事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S48 R2 R2

目標値（令和2年度）

―

・住工が共存する地区における緩衝緑地の適切な配置
整備

緩衝緑地の機能を保つため枯損木の整理をおこ
なった。

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・住工が共存する地区における緩衝緑地の適切な配置
整備

年間の維持管理契約により樹木の剪定をおこ
なった。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ― ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

街路樹等維持管理

・街路樹や植栽帯などの適切な管理を実施する。
・昭和54年に北部第一土地区画整理事業の施行により、工業地域と第
一種中高層住宅専用地域とを緑地帯で分離し空間距離を保つととも
に、樹木の持つ環境保全機能効果を期待して新曽美女木線沿に幅員
10ｍ、延長905ｍにわたって配置された緩衝緑地帯の樹木について、適
切な管理を実施していく。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

事業概要シート

みどり公園課

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（１）④、
２．都市施設の整備方針（２）④

施策の展開 事業概要



事業
コード

0401-06 事業名 温暖化対策推進事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

Ｈ17 R2 ―

目標値（令和2年度）

2,000件

事業概要シート

環境課

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（６）④

施策の展開 事業概要

省エネルギー設備の導入支
援

・環境への負荷の低減並びに環境の保全及び創出を推進するため、環
境配慮機器等（太陽光発電システム、太陽熱利用システム、高効率給
湯器等）の設置者に補助することにより、環境配慮機器を普及し、温暖
化対策を推進する。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

個人の補助金交付件数 2,604 100.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



事業
コード

0402-01 事業名 清掃総務事務費 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H16 R2 ―

目標値（令和2年度）

20件

事業概要シート

環境課

施策の展開 事業概要

３Ｒ活動の推進

・「家庭ごみの正しい分け方・出し方」等のパンフレットやホームページを
活用し、家庭ごみのリサイクルについて広く周知する。また、電気式やコ
ンポスト型等の生ごみ堆肥化容器の購入費の一部を補助し、もやすご
みの減量化を推進する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（５）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

補助金交付件数 17件 85.0

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



事業
コード

0402-02 事業名 リサイクル推進事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H16 R2 ―

目標値（令和2年度）

1,200世帯

事業概要シート

環境課

施策の展開 事業概要

【A】３Ｒ活動の推進
【B】緑化推進

・リサイクルフラワーセンター（蕨戸田衛生センター内）において実施して
いる、生ごみの堆肥化事業を効率よく実施するため、参加家庭からの生
ごみバケツの回収業務を実施する。
また、ビンや布類、ペットボトルなどのリサイクル素材を使用したフェルト
ガーデン戸田（屋上緑化施設）やハンギングバスケットをＰＲすることに
より、リサイクルを推進するとともに、公共施設等の屋上緑化を推進す
る。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（５）【A】、５．自然環境形成の方針（３）【B】

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

生ごみ排出世帯数 902世帯 75.2

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



事業
コード

0402-03 事業名
蕨戸田衛生センター分担
金

担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H17 R2 ―

目標値（令和2年度）

25%

事業概要シート

環境課

施策の展開 事業概要

３Ｒ活動の推進

・戸田市及び蕨市における廃棄物処理に係る一部事務組合である「蕨
戸田衛生センター組合」に対し、両市の負担割合に基づき分担金を支
払うことにより、両市の一般廃棄物を適正に処理する。
・同センターでは、リサイクルプラザにおいて缶・ビン・ペットボトルなどを
再資源化し、またリサイクルフラワーセンターにおいては、生ごみバケツ
と花苗交換事業を実施し、家庭から出る生ごみを堆肥化する事業を展
開している。
・これらの事業により、ごみの減量化・再資源化を推進し、循環型社会
への形成に向け、３Ｒ活動を推進する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（５）

具体的な取り組み（上戸田地域）

―

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

資源化率 20.4% 81.6

―

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―

具体的な取り組み（笹目地域）

―

具体的な取り組み（美女木地域）

―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組み（新曽地域）

―

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―

―



事業
コード

0402-04 事業名 環境質調査事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H16 R2 ―

目標値（令和2年度）

20件

事業概要シート

環境課

施策の展開 事業概要

環境対策

・自動車騒音と道路交通振動について実態把握をし、要請限度を超え
生活環境が損なわれている場合、公安委員会と道路管理者に対して改
善を要請する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ３．市街地整備の方針（２）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

測定地点における要請限度
未満の件数

20件 100.0

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・防音対策の要望
自動車騒音と道路交通振動について、要請
限度を超えていないか実態の把握をした。

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・幹線道路沿道における騒音・排気ガス・振動対策の充
実

自動車騒音と道路交通振動について、要請
限度を超えていないか実態の把握をした。



事業
コード

0404-01 事業名 市民農園事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S49 R2 ―

目標値（令和2年度）

15,000㎡

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

「土に親しむ広場」としての利
用面積

12,132㎡ 80.8

事業概要シート

経済政策課（現：経済戦略室）

施策の展開 事業概要

市民農園

・農地所有者から申し出のあった農地を市が借り受け、市民農園として
整備し、利用希望者へ区画を貸し出している。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ５．自然環境保全の方針（５）



事業
コード

0404-02 事業名 商業振興事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H11 R2 ―

目標値（令和2年度）

年間20件

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組み（新曽地域）

―

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・魅力ある既存商業地の形成

・商店街の魅力向上

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―

具体的な取り組み（笹目地域）

・身近な買い物の場となる商店街の活性化と生活利便
の向上

具体的な取り組み（美女木地域）

―

具体的な取り組み（上戸田地域）

―

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

商店会の活性化に資する取組
への支援数

年間20件 100.0

―

―

事業概要シート

経済政策課（現：経済戦略室）

施策の展開 事業概要

商業振興

・地域の人に親しまれ、必要な物やサービスが身近で賄えるような活力
ある商店会となるように、商店会や個店の活動を支援する。
 また、進出する大規模小売店舗と、その周辺の中小小売業者の事業活
動の機会を適正に保護し、小売業の正常な発展を図る。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 １．土地の利用方針（３）



事業
コード

0404-03 事業名 工業振興事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H12 R2 ―

目標値（令和2年度）

年間２０件

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・周辺住宅に調和した緑豊かな環境とクリーンな産業導入等
による産業拠点の充実
・民間活力を活かした高度な広域物流拠点としての充実
・既存の倉庫・工場が市外に転出しないための支援の充実
・工業拠点における工場等の操業環境の維持・向上

域内において、令和元年度に６事業所、令
和２年度に４事業所に対し、当該補助金を交
付した。

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・既存の倉庫・工場が市外に転出しないための支援の
充実

域内において、令和元年度に４事業所、令
和２年度に５事業所に対し、当該補助金を交
付した。

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―
域内において、令和２年度に１事業所に対
し、当該補助金を交付した。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・既存の倉庫・工場が市外に転出しないための支援の
充実
・工業拠点における工場等の操業環境の維持・向上

―

・工業拠点における工場等の操業環境の維持・向上 ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

産業立地推進事業補助金の交
付件数

年間10件 50.0

事業概要シート

経済政策課（現：経済戦略室）

施策の展開 事業概要

工業振興

・工場、倉庫、運輸施設がすでに集積している地域においては、市の立
地条件を活かした都市型産業の立地や流通施設の受け皿など、工業と
流通機能の強化を図る。
 また、住宅等と工場・倉庫等が併存する地域においては、住宅等と工
場等の用途が調和した複合系の土地利用とし、かつ住環境及び操業環
境の向上に向けた事業を展開する。
 さらに、事業者が新技術や新製品の開発に際し支援を行うほか、技術
や製品を積極的に外部へ発信する際にも支援を行うなど、市内事業者
の競争力強化を図る。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 １．土地利用の方針（４）



事業
コード

0501-01 事業名 都市計画事務費 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H16 R2 ―

目標値（令和2年度）

―

地域別構想

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

― ― ―

事業概要シート

都市計画課

施策の展開 事業概要

他都市との連携

・埼玉県都市計画協会、埼玉県南４市まちづくり協議会等の活用によ
り、他自治体との情報共有や連携により、都市機能の向上に努める。
 

 

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 １．土地利用の方針（７）



事業
コード

0501-02 事業名
都市マスタープラン推進
事業

担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

Ｈ27 R2 ―

目標値（令和2年度）

7件

事業概要シート

都市計画課

施策の展開 事業概要

【Ａ】土地利用調整
【B】立地適正化計画
【C】地区計画

・住宅と商業業務施設、工場や倉庫等が併存する住工・住商混在エリア
における土地利用の課題に対応するため、土地利用調整を図るための
指針・制度づくりを策定し、今後の市域における土地利用の課題に対応
したまちづくりを推進する。
・市内３駅周辺の拠点づくりや土地利用の秩序づくり、さらに高次都市機
能の誘導や居住誘導を進めるために、改正都市再生特別措置法に基
づく、立地適正化計画を策定します。
・都市マスタープランの実現に向けて、地区計画の積極的な活用が図ら
れるように、地区計画制度の住民への啓発活動を実施しながら、地区
計画によるまちづくりの推進を図る。そのため、「戸田市都市まちづくり
推進条例」を活用し、地区住民等が主体となる、地区まちづくりの普及を
進める。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針
１．土地利用の方針（１）、(２)、(４)【C】、（５）【Ａ】、(６)、(７)【Ｂ】、(８)【Ｂ】【Ｃ】
３．市街地整備の方針(１)【Ｃ】、(２)【Ａ】

・産業施策と連携させた住工共存地における土地利用
純化の誘導や土地利用転換時の適正な誘導方策の検
討
・地区計画等によるまちづくりの推進

―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・住工共存地における工場周りの環境整備や土地利用
転換意向に基づく土地利用純化の検討
・魅力ある既存商業地の形成
・地区計画等によるまちづくりの推進

地区まちづくり推進団体に対する支援を実
施（戸田公園駅西口駅前地区まちづくり協議
会）

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・住工共存地における住宅と工場が共存できる環境づく
りの検討
・中央通りにおける商業環境と住環境の調和検討
・地区計画等によるまちづくりの推進

―

【C】地区まちづくり推進団体
の認定件数

6件 85.7%

・住工共存地における住宅と工場が共存できる環境づく
りの検討
・既存商業地における商業環境と住環境の調和検討
・地区計画等によるまちづくりの推進

―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・住工共存地における住宅と工場等が共存できる環境
づくりの推進
・中央通りにおける商業環境と住環境の調和検討
・地区計画等によるまちづくりの推進
・戸建て住宅を中心とした緑豊かな専用住宅地の維持
・交通の影響に配慮した北大通り沿道の沿道型複合地
における沿道型商業施設の適正誘導

―



事業
コード

0501-04 事業名 都市計画推進事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S43 R2 ―

目標値（令和2年度）

３回

4.07ha

6地区

【Ｄ】生産緑地地区の指定面積 3.14ha 77.1

・北戸田駅周辺の高次都市機能誘導エリアのうち、商
業・業務等の施設が立地する笹目川の西側のエリアに
おいて、既存の大型商業施設等を中心に、多様な都市
機能を有する複合施設、病院等を維持誘導することに
よる中心拠点の形成
・定住地として機能する水・緑・オープンスペース等を有
した豊かな一般住宅地の形成
・地区計画等によるまちづくりの推進
・大規模地震等に起因する火災延焼防止に対する防火
地域・準防火地域の検討
・（仮称）北部第二土地区画整理事業の区域で長期間
未着手である美女木向田地区における地区計画等によ
る市街地整備の推進

美女木東地区における用途地域の変更

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・建築物の高さ制限による景観の保全
・地区計画等によるまちづくりの推進

【E】地区計画の指定地区（総数） 5地区 66.6

・地区計画等によるまちづくりの推進
・震災時の安全な避難路の確保
・農地・緑地の保全
・延焼防止のため防火地域、準防火地域の検討

―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・市役所周辺の文化・行政中心拠点における文化・行政
機能の強化
・地区計画等によるまちづくりの推進
・避難路の安全性向上

―

―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・地区計画等によるまちづくりの推進 ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

【Ａ】用途地域（一般見直し）の都市
計画変更回数

2回 66.6

【A】用途地域
【B】高度地区
【C】防火・準防火地域
【Ｄ】生産緑地地区
【E】地区計画

・土地利用の現況等を精査し、土地利用の転換の可能性がある地区
は、現状を踏まえつつ望ましい土地利用への誘導を行うため、用途地域
の変更を実施する。
・高度地区の指定することで、　市街地環境を維持を図る。
・建物の密度が高い地域における火災延焼拡大の危険性を防止するた
め、火災延焼の規模が比較的大きい地域については、防火地域及び準
防火地域の指定をする。
・自然環境保全・景観・防災等の観点から、都市計画上保全が必要な農
地について、すでに指定を行った生産緑地地区の保全をすることで、良
好な生活環境及び公共施設用地等の確保を図る。
・地区住民等が主体となる、地区まちづくりの普及を進め、地区計画によ
るまちづくりの推進を図る。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

事業概要シート

都市計画課

全体構想

都市整備の方針
１．土地利用の方針（１）、（６）、（８）【A】、（１）【B】、５．自然環境保全の
方針（５）【Ｄ】、７．安全・安心なまちづくりの方針（１）②【C】

施策の展開 事業概要



事業
コード

0501-06 事業名 景観形成推進事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H11 R2 ―

目標値（令和2年度）

178件

35地区

事業概要シート

都市計画課

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（１）②【A】、２．都市施設の整備方針（６）②【B】、
３．市街地整備の方針（１）【A】、（３）【B】
６．都市景観の形成方針（１）、（３）、（４）【A】、（２）【C】、（３）【D】、（５）【E】、

施策の展開 事業概要

【A】景観形成
【B】ユニバーサルデザイン
【C】景観に配慮した整備
【D】景観重要建造物・樹木
【E】景観普及啓発

・市民・事業者・市のパートナーシップのもと、都市景観条例や各種ガイ
ドライン等に基づき、良好な景観の形成を進めていく。また、各種届出制
度の適切な運用を図ることで、魅力あるまち並みづくりを誘導する。
・市が重点的に景観誘導を推進する「景観づくり推進地区」の指定を順
次検討する。
・市民にとって身近な景観づくりとなる「三軒協定」制度等の普及・啓発を
進めることにより、自主的な景観づくりの推進を図っていく。
・公共施設等は、地域の景観形成に大きな影響を及ぼすことから、新設
や改修を行う際には、景観に配慮した対応をしていくため、計画段階か
ら担当課と綿密な調整を行うとともに、景観アドバイザー制度の活用を
図っていく。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

【A】、【B】、【C】景観アドバイ
ザーの相談件数

185件 100.0

【E】三軒協定の認定地区数 41地区 100.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・美しい景観形成のためのルールづくりの推進

戸田東小中学校の校舎外壁等の色彩選定、川
岸２丁目小広場整備に当たってのILB及びフェン
スの色彩選定、環境空間（戸田１）整備工事に係
る色彩選定について、景観アドバイザーを実施し
た。

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・良好な景観形成のためのルールづくり推進
・生物多様性、ユニバーサルデザイン、景観、防災等に
配慮した基盤整備

戸田ボートコース周辺、市役所南通り沿道におけ
る景観づくり推進地区について、助言・指導を実
施
戸田公園駅前喫煙所改修工事に係るパーテー
ションの色彩選定、戸田市文化会館改修工事に
係るホール内装の色彩選定について、景観アド
バイザーを実施した。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・北戸田駅・戸田駅前にふさわしい景観づくり
・生物多様性、ユニバーサルデザイン、景観、防災等に
配慮した基盤整備
・良好な景観形成のためのルールづくり推進と公共施設
の景観向上

北戸田駅周辺、戸田駅西口周辺における景観づ
くり推進地区について、助言・指導を実施
戸田駅西口駅前交通広場の案内標識設置工
事、戸田駅西口駅前公衆トイレの外壁の色彩選
定、新曽青少年の広場整備に当たってのILB及
びフェンスの色彩選定について、景観アドバイ
ザーを実施した。

・良好な景観形成のためのルールづくりの推進
・生物多様性、ユニバーサルデザイン、景観、防災等に
配慮した基盤整備

消防団第７分団詰所兼職員待機宿舎防水及び
外壁修繕工事、美谷本小学校学童保育室にお
ける壁面の色彩選定について、景観アドバイ
ザーを実施した。

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・北戸田駅前からの連続性のある都市景観の形成
・良好な景観形成のためのルールづくり推進
・生物多様性、ユニバーサルデザイン、景観、防災等に配慮
した基盤整備

笹目川左岸沿川における景観づくり推進地区に
ついて、助言・指導を実施

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）



事業
コード

0501-07 事業名 サイン整備事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

Ｈ14 R2 ―

目標値（令和2年度）

72件

60件（年間）

事業概要シート

都市計画課

全体構想

都市整備の方針 ６．都市景観の形成方針（２）【A】、（３）【B】

施策の展開 事業概要

【A】サイン整備
【B】屋外広告物

・良好な景観形成に寄与する公共サインの整備・管理を通じた景観づく
りを推進するとともに、市独自の屋外広告物条例を制定し、運用するこ
とによって、美しいまち並み景観づくりを目指す。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

【A】公共サイン設置総数 68件 94.4

【B】屋外広告物許可件数
令和元年度：65件
令和２年度：76件

100.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・既存道路や環境空間を活用した駅から戸田公園への
アクセス性の改善

―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）



事業
コード

0403-07 事業名 河川総務事務費 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S51 R2 ―

目標値（令和2年度）

―

事業概要シート

道路河川課
（現：河川課）

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（２）④【A】、
２．都市施設の整備方針（３）①【B】

施策の展開 事業概要

【A】沿道・河川沿いの緑化
【B】河川整備

・平成１５年３月に荒川水系菖蒲川・笹目川水環境改善緊急行動計画
（清流ルネッサンスⅡ）が策定された。この計画に基づき、県は管理する
菖蒲川、笹目川のヘドロ浚渫を実施した。今後、県管理河川でのヘドロ
浚渫が実施されるよう県と調整を図る。また、未改修の県管理河川につ
いては、整備が実現されるよう県と調整を図る。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

― ― ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・河川の水質向上対策
・親水護岸や生態系護岸等の整備

県が管理する菖蒲川の浚渫を実施した。
県管理河川の整備促進について調整した。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



事業
コード

0403-08 事業名 河川将来像事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H8 H25 ―

目標値（令和2年度）

―

事業概要シート

道路河川課
（現：河川課）

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（２）①【A】、
２．都市施設の整備方針（３）②【B】

施策の展開 事業概要

【A】広域サイクリングロード
整備
【B】荒川河川敷の整備・活
用

・荒川の将来を考える戸田市民会議において整備方針等の研究を行
い、地区別計画を策定する。計画の実現化に向け、緩やかな土地利用
誘導を図って行く為、市民や関係機関と調整を図る。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

― ― ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・荒川河川敷の整備構想の実現化の促進 ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・サイクリングロード、散策路、桜堤整備等の荒川河川
敷利用の検討

―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



事業
コード

0403-09 事業名 河川維持管理費 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S51 R2 ―

目標値（令和2年度）

―

事業概要シート

道路河川課
（現：河川課）

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（３）③

施策の展開 事業概要

浄化施設

・平成１５年３月に荒川水系菖蒲川・笹目川水環境改善緊急行動計画
（清流ルネッサンスⅡ）が策定された。この計画に基づき整備された上
戸田川浄化施設（平成１８年２月完成）、荒川からの導水施設（平成１８
年７月完成）を稼働させ、継続的な水質浄化に努める。また、河川に堆
積した汚泥を浚渫し、水質改善を図る。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

― ― ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・河川の水質向上対策
本市が管理する上戸田川の浚渫を実施した。
県が管理する菖蒲川の浚渫を実施した。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



事業
コード

0403-10 事業名 上戸田川改修事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S56 R2 ―

目標値（令和2年度）

１,１８２ｍ

１,００２m

事業概要シート

道路河川課
（現：河川課）

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（３）①【A】、
２．都市施設の整備方針（３）③【B】、５．自然環境形成の方針（２）【A】、
７．安全・安心なまちづくりの方針（１）①【A】

施策の展開 事業概要

【A】河川整備
【B】浚渫

・現況流下能力が小さく、しばしば浸水被害が生じている新曽第二土地
区画整理事業地内を流れる上戸田川について、治水安全度の向上を
目指し、河川整備を実施する。河川整備は、自然環境、景観に配慮し、
市民が水辺に親しみ、安心して生活できる環境を目指す。また、河川に
堆積した汚泥を浚渫し、水質改善を図る。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

【A】整備総延長 １,０９８ｍ 92.8

【B】浚渫延長 １,００２m 100.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・河川の水質向上対策
・親水護岸や生態系護岸整備、川沿い散策路整備

自然環境に配慮した護岸整備を実施した。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）



事業
コード

0403-11 事業名 さくら川整備事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H12 R2 ―

目標値（令和2年度）

１,６６０ｍ

事業概要シート

道路河川課
（現：河川課）

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（２）④【B】、２．都市施設の整備方針（３）①
【A】、５．自然環境形成の方針（２）【A】、７．安全・安心なまちづくりの方
針（１）①【A】

施策の展開 事業概要

【A】河川整備
【B】沿道・河川沿いの緑化

・笹目川との合流点からさいたま市境まで、治水安全度の向上を目指
し、河川整備を実施する。河川整備は、自然環境、景観に配慮しつつ、
市民が水辺に親しみ、安心して生活できる環境を目指す。
・荒川水循環センターの処理水を毎秒0.025㎥放流中であるが、放流水
の増量や新たな水質改善方法を調査検討し、水質改善を図る。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

整備総延長 １,５９５m 96.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・景観に配慮した護岸整備 さくら川の護岸整備を実施した。

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・景観に配慮した護岸整備 さくら川の護岸整備及び浚渫を実施した。



事業
コード

0403-12 事業名 水路維持管理費 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H17 R2 ―

目標値（令和2年度）

5.0 mg/L以下

事業概要シート

道路河川課
（現：河川課）

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（３）③、
５．自然環境形成の方針（２）

施策の展開 事業概要

水質管理

・平成１５年３月に荒川水系菖蒲川・笹目川水環境改善緊急行動計画
（清流ルネッサンスⅡ）が策定された。この計画に基づき整備された上
戸田川浄化施設（平成１８年２月完成）、荒川からの導水施設（平成１８
年７月完成）を稼働させ、継続的な水質浄化に努める。また、　水環境
(水質・流量・水環境)の状況を把握する為、モニタリング調査を定期的に
実施する。
　

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

水質改善効果として、生物化学
的酸素要求量(BOD)

1.8mg/L ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・河川の水質向上対策
通年で上戸田川浄化施設を稼働。また、上
戸田川等への浄化導水を週５日(月～金)実
施した。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



　

事業
コード

0503-01 事業名 道路維持管理補修事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H25 R2 ―

目標値（令和2年度）

2地区

事業概要シート

道路河川課
（現：道路管理課）

施策の展開 事業概要

コミュニティ道路整備

・生活道路における通過交通の排除など、快適な生活環境の創造をも
たらすために、自動車の速度を抑制する措置により交通事故を防止し、
歩行者にとって安全かつ安心な道路空間の創出する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（１）①

具体的な取り組み（上戸田地域）

―

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

ｿﾞｰﾝ30指定の2地区の交通
安全施設整備

2地区 100.0

区画線や視線誘導票の設置により、交差点
の安全対策を図った。

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・交差点や歩道橋の改良

具体的な取り組み（笹目地域）

―

具体的な取り組み（美女木地域）

―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組み（新曽地域）

ｿﾞｰﾝ30指定の2地区において、車線幅を狭める区画線
や歩道の設置により、歩行者の安全確保と速度超過・
通過交通の抑制を図った。

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―

・生活道路への通過交通の進入抑制の検討



事業
コード

0503-02 事業名 橋梁整備事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H20 R2 ―

目標値（令和2年度）

43 橋

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

補修を実施すべき橋梁 43橋 28 橋 65.1

事業概要シート

道路河川課
（現：道路管理課）

施策の展開 事業概要

橋梁整備

・河川によって分断されている地域を結ぶために、パイプの役目を果た
す橋梁を整備することにより、地域間交流の促進、通勤・通学時の利便
性の向上、災害時の交通連絡網（緊急輸送路）として、橋梁利用者の安
全性、快適性の確保を図る。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（１）①



事業
コード

0503-05 事業名
都市計画道路前谷馬場
線整備事業

担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H21 R2 ―

目標値（令和2年度）

240

2,040.84

未定

未定

未定

240

事業概要シート

道路河川課
（現：まちづくり推進課）

全体構想

都市整備の方針

２．都市施設の整備方針（１）①【A】、③【B】、④【C】、
２．都市施設の整備方針（２）④【D】、（４）②【E】、
２．都市施設の整備方針（６）②【F】、
７．安全・安心なまちづくりの方針（１）②【B】

施策の展開 事業概要

【A】歩道整備
【B】都市計画道路整備
【C】交通安全施設の新設
【D】沿道植栽の適正配置
【E】透水性舗装
【F】電線地中化

・都市における円滑な交通の確保、豊かな公共空間を備えた良好な市
街地の形成を図り、安全で快適な都市生活と機能的な都市活動に寄与
する。
・本事業は、戸田駅のアクセス道路として、また市中央部の南北を結ぶ
幹線道路として整備を実施する。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

【A】歩道整備延長 0 0.0

【B】用地買収取得面積 2,436.54 100.0

【C】交通安全施設の設置数 0 0.0

【D】沿道植栽の配置数 0 0.0

【E】透水性舗装整備延長 0 0.0

【F】共同溝整備延長 0 0.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・土地区画整理事業等による未整備都市計画道路の整
備
・無電柱化の推進

道路整備に向け順次用地買収を実施。
一部区間の無電柱化工事を実施。

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）



事業
コード

0502-01 事業名 開発指導事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S49 R2 ―

目標値（令和2年度）

100%

事業概要シート

まちづくり推進課

施策の展開 事業概要

開発指導事務

　良好な都市環境の形成開発許可制度や宅地開発事業等指導条例に
基づき指導を行う。
　また、中高層建築物等の建築に係る紛争の防止と調整に関する条例
に基づき、建築主に近隣住民への説明を義務付けるとともに、建築紛争
が発生した場合は調整を行う。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 １．土地利用の方針（２）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

事前協議適合率
（適合件数/申請件数）

100％件(35件/35件） 100.0

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）



事業
コード

0502-02 事業名 開発許可事務費 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H14
R2で終

了
R2で終

了

目標値（令和2年度）

100%

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

開発許可適合率
（許可件数/申請件数）

100％（11件/　11件） 100.0

事業概要シート

まちづくり推進課

施策の展開 事業概要

開発許可事務

・都市における無秩序な市街化を防止するため、都市計画区域内の開
発行為について必要な公共施設の整備を義務付け、良好な宅地水準を
確保する。

※令和３年度から、開発指導事業に統合。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 １．土地利用の方針（２）



事業
コード

0502-03 事業名 駅周辺建築物等整備事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H6 R2 ―

目標値（令和2年度）

100%

1地区

1地区【C】地区計画の策定 0地区 0.0

事業概要シート

まちづくり推進課

施策の展開 事業概要

【A】駅周辺整備
【B】用途地域
【C】地区計画

・戸田駅及び北戸田駅周辺において、地元地権者等の理解と協力を得
ながら官民協働により、快適性と利便性に配慮した賑わいのある駅周
辺市街地の形成を目指し、計画的なまちづくりを推進していく。
・戸田公園駅周辺において、地元地権者等の理解と協力を得ながら官
民協働により、快適性と利便性に配慮した賑わいのある駅周辺市街地
の形成を目指し、計画的なまちづくりを推進していく中で、本地区の将来
像を定め、必要なルール等についての合意形成を図っていく。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 １．土地利用の方針（１）【B】 【C】、（３）【A】

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

【A】 地区まちづくり協定に
係る届出における適合率

100% 100.0

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・戸田公園駅周辺における都市基盤整備の推進
・戸田公園駅周辺における医療・福祉施設、商業施設
等を維持・誘導することによる中心拠点の形成

戸田公園駅西口駅前地区においては、令和
元年8月にまちづくり構想が認定され、その
後まちづくり構想に基づくまちづくりルール等
に係る検討を行った。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・戸田駅周辺における医療・福祉施設、商業施設、行政
施設等を維持・誘導することによる中心拠点の形成。
・北戸田駅周辺の高次都市機能誘導エリアのうち、商
業・業務等の施設が立地する笹目川西側のエリアと連
携を図りつつ、多様な都市機能を有する複合施設、病
院等の施設を維持・誘導することによる中心拠点の形

地区まちづくり協定（戸田駅西口駅前地区お
よび北戸田駅前地区）に係る届出件数は5
件あり、全てが適合であった。
北戸田駅東1街区第一種市街地再開発事業
により、居住機能が充実した施設建築物が
完成した。

【B】 用途地域の変更　１地
区

0地区 0.0

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



事業
コード

0502-04 事業名
新曽中央地区都市整備事
業

担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H13 R2 ―

目標値（令和2年度）

100%

100%

1,717.5㎡

1,540.0㎡

100%

事業概要シート

まちづくり推進課

全体構想

都市整備の方針
１．土地利用の方針（１）【A】、【B】、（２）【C】、２．都市施設の整備方針（１）①【D】、
３．市街地整備の方針（１）【C】、７．安全・安心なまちづくりの方針（１）②【E】

施策の展開 事業概要

【A】用途地域
【B】地区計画
【C】区画整理等
【D】歩道整備
【E】防火・準防火地域

・安全で快適な住環境を目指し、地区の将来像「水に親しみ緑あふれ
る、歩いて楽しいまち」の実現に向けて策定した「地区まちづくり協定」に
基づき、都市基盤施設の整備を図ると共に、同協定に規定した内容の
一部を地区計画として定め、運用することにより、地区住民等と市がま
ちづくりの役割を分かち合い、互いの責務を履行する。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）
【A】新曽中央地区用途地域の都
市計画決定に係る進捗率 100.0% 100.0

【B】新曽中央地区地区計画の都
市計画決定に係る進捗率 100.0% 100.0

【C】新曽中央地区公園・広場整備
面積 1717.5% 100.0

【D】新曽中央地区道路整備面積 1,540㎡ 100.0

【E】新曽中央地区防火・準防火地
域の都市計画決定に係る進捗率 100.0% 100.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・東西都市軸の歩道整備及び街路樹整備、並びに沿道
型近隣商業地・沿道型複合地における商業施設の適正
誘導
・沿道型近隣商業地・沿道型複合地における商業施設
の適正誘導
・スプロール市街地の居住環境の改善
・地区計画等によるまちづくりの推進

・地区まちづくり協定及び地区計画を運用
し、建築物等の建替えの際に規制・誘導を図
りながら住環境の改善を図っている。
・新曽青少年の広場の整備や道路用地買収
箇所を暫定供用し、まちづくりを推進してい
る。

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



事業
コード

0502-05 事業名 住環境整備事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H9 R2 ―

目標値（令和2年度）

年間2件

655㎡

57.5%

事業概要シート

まちづくり推進課

施策の展開 事業概要

【A】生垣緑化助成
【B】防災小空地の拡大
【C】協調建替・共同化、建築
物の不燃化・難燃化・老朽
建築物の除却促進

・緑化の推進を図るため、地区計画区域内の地権者が生け垣を設置す
る場合にその費用の一部を補助する。
・災害に強い安全な居住環境の向上のため、住宅市街地総合整備事業
により地区施設の改善・整備を図る。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（２）⑦、５．自然環境保全の方針（３）【A】
７．安全・安心なまちづくりの方針（１）③【B】、④【C】

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

【C】建替促進等に係る事業
進捗率

36.2% 63.0

【B】住宅市街地総合整備事業による
公共施設用地の取得面積 698.4㎡ 100.0

【A】生け垣設置推奨補助金
の交付件数

・川岸地区での住宅市街地総合整備事業等による木造
老朽家屋の建替え促進と共同化や協調建替えの促進
・防災のための細街路整備や緑道整備、隅切り整備
・建築物の不燃化・難燃化等に係る周知・啓発

・川岸2丁目小広場の整備・工事を行った。
・まちづくり用地において除草や看板の撤去など
修繕を行った。
・地区住民等が自ら、①老朽建築物の除却、②
準耐火又は耐火建築物への建替え・新築を実施
した。

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

年間0件 0.0

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域）



事業
コード

0502-07 事業名 耐震診断・改修事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H19 R2 ―

目標値（令和2年度）

年間6件

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

住宅耐震診断・改修相談件数 年間6件 100.0

事業概要シート

まちづくり推進課

施策の展開 事業概要

耐震化促進

・昭和５６年以前に建築された住宅の耐震診断・耐震改修に対して、補
助金を交付することにより、耐震化の促進を図っていく。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ７．安全・安心なまちづくりの方針（１）④



事業
コード

0502-08 事業名 住宅政策事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H24 R2 ―

目標値（令和2年度）

15回、600人

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

住宅関連イベント等の開催回
数及び参加人数

15回、626人 100.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

住宅ストックの形成

・選択制のある良質な住宅ストックを形成するため、国や県が実施するさまざま
な住宅施策について、市民に周知する。
・分譲マンションの管理不全や、管理問題を抱えるマンション管理組合の増加
が危惧されるため、マンションの管理組合の運営状況等の実態調査を進める。
また、管理組合やマンション居住者へ向けたマンション管理に関するイベント
（セミナー・相談会・意見交換会等）を実施する。
・専門家団体や町会及び自治会と連携し、空き家の発生予防、適正管理の推
進及び活用促進(リノベーションなど)のためのイベント（セミナー・相談会・意見
交換会等）を実施する。また、空き家バンクを運用し、空き家の所有者と空き家
の購入希望者のマッチングを図る。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

事業概要シート

まちづくり推進課

全体構想

都市整備の方針 ３．市街地整備の方針（３）

施策の展開 事業概要



事業
コード

0504-01 事業名
新曽第一土地区画整理事
業

担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H8 R2 ―

目標値（令和2年度）

1回

1件

93.0%【C】使用収益開始率 80.5% 86.5

【B】地区計画の策定件数 1件 100.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

事業概要シート

土地区画整理事務所

施策の展開 事業概要

【A】用途地域　【B】地区計画
【C】区画整理等　【D】駅周辺整備
【E】歩道整備　【F】駅前広場整備
【G】都市計画道路整備
【H】透水性舗装
【I】生垣緑化助成
【J】調整池等
【K】電線地中化
【L】防災拠点整備
【M】雨水流出抑制]

・土地区画整理事業は、土地区画整理法を根拠法として、公共施設の整
備改善や宅地の利用増進を図るため、換地方式の手法により行われる
土地の区画形質の変更、及び道路・公園など公共施設の新設、または
変更に関する事業である。
・新曽第一土地区画整理事業は戸田駅西口に位置した91.2haの区域
で、平成8年1月に事業計画決定を行い、平成25年12月に10年間の事業
期間延伸のため事業計画の変更を実施した。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針

１．土地利用の方針（１）【A】、【B】、（２）【C】、（３）【D】
２．都市施設の整備方針（１）①【E】、②【F】、③【G】、④【H】、（２）⑦【I】、（４）②【H】、【J】、（６）②
【K】
３．住宅市街地の整備方針（１）【C】
５．自然環境形成の方針（３）【I】、
７．安全・安心なまちづくりの方針（１）①【M】、②【G】、③【L】

―

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）
【A】用途地域の変更の実施
回数

1回 100.0

土地区画整理事業により、宅地の適正配置
と公共施設の整備により、調和のとれた良好
な住宅地としての基盤整備を促進し、令和2
年度末の使用収益開始率で80.5％となった。

―

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・戸田駅周辺における医療・福祉施設、商業施設、行政施設
等を維持・誘導することによる中心拠点の形成。
・北戸田駅周辺の高次都市機能誘導エリアのうち、商業・業
務等の施設が立地する笹目川西側のエリアと連携を図りつ
つ、多様な都市機能を有する複合施設、病院等の施設を維
持・誘導することによる中心拠点の形成。
・東西都市軸の歩道整備や街路樹整備、及び沿道型近隣商
業地・沿道型複合地における商業施設の適正誘導
・各世代が交流できる場の創出
・教育文化施設集積地を文教ゾーンとして位置づけ良好な市
街地環境の保全
・土地区画整理事業等による未整備都市計画道路の整備
・無電柱化の推進
・多様なニーズに対応した便利で暮らしやすい新しい住宅の
誘導
・地区計画等によるまちづくりの推進
・せせらぎや親水性散策路の整備

具体的な取り組み（笹目地域）

―

具体的な取り組み（美女木地域）

―

具体的な取り組み（上戸田地域）

具体的な取り組み（新曽地域）

―

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―



事業
コード

0504-02 事業名
新曽第二土地区画整理事
業

担当部署

着手
完了
（予定） 打ち切り

H15 R2 ―

目標値（令和2年度）

1回

1件

28.0%

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

【A】用途地域の変更の実施
回数

1回 100.0

【B】地区計画の策定件数 1件 100.0

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・戸田駅周辺における医療・福祉施設、商業施設、行政施設
等を維持・誘導することによる中心拠点の形成。
・東西都市軸の歩道整備や街路樹整備、及び沿道型近隣商
業地・沿道型複合地における商業施設の適正誘導
・各世代が交流できる場の創出
・健康福祉関連施設集積地を健康福祉ゾーンとして位置づけ
特徴ある地域イメージの形成
・土地区画整理事業等による未整備都市計画道路の整備
・無電柱化の推進
・多様なニーズに対応した便利で暮らしやすい新しい住宅の
誘導
・地区計画等によるまちづくりの推進

土地区画整理事業により、宅地の適正配置
と公共施設の整備により、調和のとれた良好
な住宅地としての基盤整備を促進し、令和2
年度末の使用収益開始率で27.3％となった。

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

【C】使用収益開始率 27.3% 97.5

事業概要シート

土地区画整理事務所

施策の展開 事業概要
【A】用途地域　【B】地区計画
【C】区画整理等　【D】駅周辺整
備
【E】歩道整備
【F】コミュニティ道路整備
【G】駅前広場整備
【H】都市計画道路整備
【I】透水性舗装
【J】生垣緑化助成
【K】調整池等　【L】電線地中化
【M】防災拠点整備
【N】雨水流出抑制

・土地区画整理事業は、土地区画整理法を根拠法として、公共施設の
整備改善や宅地の利用増進を図るため、換地方式の手法により行われ
る土地の区画形質の変更、及び道路・公園など公共施設の新設、また
は変更に関する事業である。
・新曽第二土地区画整理事業は戸田駅東口に位置した40.5haの区域
で、平成15年12月に事業計画決定を行い、平成28年1月に道路計画等
の見直しと事業期間延伸のため事業計画の変更を実施した。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針

１．土地利用方針（１）【A】、【B】、（２）【C】、（３）【D】、
２．都市施設の整備方針（１）①【E】、【F】、②【G】、③【H】、④【I】、（２）⑦【J】、（４）②【I】、【K】、
　　（６）②【L】
３．市街地整備の方針（１）【C】
５．自然環境形成の方針（３）【J】、
７．安全・安心なまちづくりの方針（１）③【M】、①【N】、②【H】



事業
コード

0601-01 事業名 小学校施設整備事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H23 R4 ―

目標値（令和2年度）

芦原小を除く全11校

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

事業概要シート

教育総務課

施策の展開 事業概要

省エネルギー設備の設置

・老朽化した小学校の設備について、省エネルギー設備の設置を含め
た改修工事を順次行っていく。
・経年劣化により稼働効率が落ちた圧送ポンプや受変電設備等を更新
し、また末端機器についてもＬＥＤ照明等の最新の高効率機器を導入す
ることで、建物全体の環境負荷を抑制する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（６）④

―

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

工事完了学校数 10校 90.9

―

―

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―

具体的な取り組み（笹目地域）

―

具体的な取り組み（美女木地域）

―

具体的な取り組み（上戸田地域）

具体的な取り組み（新曽地域）

―

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―



事業
コード

0601-02 事業名 中学校施設整備事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H23 H28 ―

目標値（令和2年度）

戸田東中を除く全5校

事業概要シート

教育総務課

施策の展開 事業概要

省エネルギー設備の設置

・老朽化した中学校の設備について、省エネルギー設備の設置を含め
た改修工事を順次行っていく。
・経年劣化により稼働効率が落ちた圧送ポンプや受変電設備等を更新
し、また末端機器についてもＬＥＤ照明等の最新の高効率機器を導入す
ることで、建物全体の環境負荷を抑制する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（６）④

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

工事完了学校数 5校 100.0

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）



事業
コード

0701-01 事業名 文化財保護事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H17 R2 ―

目標値（令和2年度）

―

文化財標柱の修繕を5件実施した。
美女木地域の文化財説明版の劣化状況につい
て調査を行った。

・歴史の道の活用推進（歴史資源のサイン整備）

具体的な取り組み（上戸田地域）

具体的な取り組み（新曽地域）

下戸田地域の文化財説明版の劣化状況につい
て調査を行った。

上戸田氷川神社の石造物を指定文化財に指定した。
上戸田地域の文化財説明版の劣化状況について調査
を行った。

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

達成度（％）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・歴史の道の活用推進（歴史資源のサイン整備）

具体的な取り組み（笹目地域）

・歴史の道の活用推進（歴史資源のサイン整備）

具体的な取り組み（美女木地域）

・歴史の道の活用推進（歴史資源のサイン整備）

新曽地域の文化財説明版の劣化状況について
調査を行った。

都市整備の方針

・歴史の道の活用推進（歴史資源のサイン整備）

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

笹目地域の文化財説明版の劣化状況について
調査を行った。

・市内に所在する文化財の調査を通し、既設の歴史散歩道に新しい地
域資源を取込む。また、歴史散歩道コースの変更等を含めた検討を行う
とともに、文化財説明板の設置や修繕、歴史散歩道案内図（史ある記
マップ）の発行を行う。

進捗状況

成果指標 実績値（令和2年度末時点）

６．都市景観の形成方針（４）

―

事業概要シート

生涯学習課

施策の展開 事業概要

文化財保存

――

全体構想



事業
コード

0801-01 事業名 浸水対策事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

H21 R2 ―

目標値（令和2年度）

17か所

毎年30か所

事業概要シート

下水道施設課

施策の展開 事業概要

【A】雨水一時貯留施設
【B】雨水流出抑制

・雨水一時貯留施設：学校に雨水を貯留する1㎥のタンクを設置し、集中
豪雨時に一時的に雨水を溜め、学校内から雨水流出を抑制する。
（Ｈ21年度芦原小学校を除く小学校11校、H24年度中学校3校、H25 美
笹中学校、笹目中学校、新曽中学校の3か所で実施し、市内の小中学
校での全校設置が終了。事業が完了した。
・雨水流出抑制：合流地域のゲリラ豪雨による一時的な浸水被害対策と
して、浸透雨水桝を設置する。（合流地区に、H24年度に8か所、H25年
度に 30か所、H26年度32か所、H27年度30か所 を設置）

進捗状況

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（４）②【A】、
７．安全・安心なまちづくりの方針（１）①【B】

・冠水被害の軽減に向けた基盤整備・検討 ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

【A】雨水一時貯留施設設置
数

17か所 100.0

―

・令和元年度に34か所、令和2年度に34か所
の浸透雨水桝を設置した。
・令和2年度に戸田公園駅西口緑地下に雨
水貯留浸透施設を設置した。

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―
北大通り下に整備予定である雨水貯留管の
基本設計を作成した。

・冠水被害の軽減に向けた基盤整備・検討 ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

【B】浸透雨水桝設置数 R1：34か所、R2：34か所 100.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）



事業
コード

0801-02 事業名 雨水整備事業 担当部署

着手
完了

（予定）
打ち切り

S63 R2 ―

目標値（令和2年度）

421ha

事業概要シート

下水道施設課

施策の展開 事業概要

【A】公共下水道整備
【B】雨水流出抑制

・近年の都市型豪雨にも、市民が床上浸水などに対して必要以上の不
安を抱かず安心して暮らせる街を目指して、市内の分流地域747haに雨
水管を整備する。
・新曽地区は、新曽第一区画整理の雨水排水不良個所の軽減を図るた
め、雨水管を整備する。美女木地区は、浸水シュミレーションで床上浸
水の恐れのある地域の軽減を図るため、雨水管を整備する。

進捗状況

全体構想

都市整備の方針
２．都市施設の整備方針（４）②【A】、
７．安全・安心なまちづくりの方針（１）①【B】

― ―

具体的な取り組み（上戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

整備面積 425ha 100.0

具体的な取り組み（美女木地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（新曽地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・雨水排水施設の整備推進 ―

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―

具体的な取り組み（笹目地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

― ―



事業
コード

0801-03 事業名 汚水整備事業 担当部署

着手
完了

（予定） 打ち切り

S44 R2 ―

目標値（令和2年度）

①1,226ha
②93.3%

―

具体的な取り組み（上戸田地域）

具体的な取り組み（新曽地域）

―

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

―

令和元年度に11.54ha、令和2年度18.33haの
整備を行った。

―

―

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

・市街地開発事業等に併せた下水道整備

具体的な取り組み（笹目地域）

―

具体的な取り組み（美女木地域）

全体構想

都市整備の方針 ２．都市施設の整備方針（４）①

―

成果指標 実績値（令和2年度末時点） 達成度（％）

①整備面積
②整備率

①1,240ha
②94.3％

①100.0
②100.0

地域別構想

具体的な取り組み（下戸田地域） 具体的な取り組みの成果（令和元・2年度の実績）

事業概要シート

下水道施設課

施策の展開 事業概要

公共下水道整備

・市民の生活環境の改善や公衆衛生の向上公共用水域の水質改善を
図るため市内の公共下水道（汚水）未整備地区208haを整備を行う。
・新曽第一・新曽第二区画整理地内は、区画整理の進捗に合わせ、新
曽中央地区内は、地区計画の合意した地区より整備を行う。

進捗状況
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